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１ ちば保育士・保育所支援センター 
 

ちば保育士・保育所支援センター（以下センター）は社会

福祉法人千葉県社会福祉協議会に千葉県から委託運営され、

平成25年８月６日に開設した。無料職業紹介所として設置し、

センター長は千葉県福祉人材センター長と兼務である。専任

で保育士資格を持つコーディネーターが１人配置されてい

る。センターの開所時間は月曜日～土曜日の 10 時～18 時と

し、ほかの職種に就業中や、育児・家事のため平日は時間が

取れないなど、様々な状況下にある求職者に対応したセンタ

ー運営となっている。 
 
 １ センターの取組内容  

業務内容は『保育士人材バンク』の運営、マッチング、保育

職関連者の相談・支援、研修の企画・実施、施設見学会等であ

る。保育士有資格者の掘り起こしを目的とした広報活動に積極

的に取り組み、ノベルティグッズの制作、配布を実施し、職員

が外部の就職フェアやセミナー、相談会等に赴き、センターの

周知を図っている。平成 25 年度には県内のハローワークが主

催する面接会、説明会、セミナーにブースを出展し、５日間で

48 人の相談者が来場した。また、他団体主催、もしくは近隣

の都県で催される就職説明会等に職員を派遣し、保育ブースを

設けた４日間で計 30 人の相談者が来場した。センターに寄せ 
 

 
られる保育の求人・求職に関する相談においても、コーディネ

ーターが対応している（平成 26 年 11 月末時点の累計相談件

数：1,210 件）。 
 
(1) 『保育士人材バンク』の運営 

   平成 26 年 1 月よりオンライン機能を持つ『保育士人材

バンク』が本格稼働している。「求人情報」「求職者情報」

の入力に基づく登録機能と検索機能により、認可保育所の

保育職（保育士・保健師・看護師・栄養士・調理師）を対

象として情報発信を行っている。平成 26 年 11 月現在で有

効求職登録者 532 人があり、登録時にオンライン上で求職

者情報（項目は性別・年齢・居住地域・就労状況・所有資

格・保育士

試験・他資

格・希望職

種・希望勤

務形態・求

職 希 望 時

期・求職希

望地域・給

与の希望）

の公開の 
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可否を選択する。 

同時期の求人登録は求人件数 230 件、求人数 723 人に上

る。登録事業所数は 139 ケ所が登録を承認されている（登

録は現時点で認可保育所・児童福祉施設のみとしている）。 
 

(2）講座の実施 

平成 26 年度は就職支援講座「保育職働（しょくどう）」を

全８回開催し、延べ 100 人が参加した（「保育職働」46 人、

「保育職働（実践編）」54 人）。講座の内容は就職活動に向 
 

 
けたガイダンス、改定保育所保育指針の解説、保育現場の実

情、保育現場で役立つ手遊びや歌など、いずれも参加者のニ

ーズを踏まえた内容である。開催時間は金曜日の午前 10 時

～11時30分という参加希望者の要請に応じた参加しやすい

時間帯で設定している。 
 

【保育職働（実践編）  平成２６年度９月～１０月実施状況】 

日 時 

9 月 5 日 

（金） 

9 月 19 日 

（金） 

10 月 10 日 

（金） 

10 月 31 日 

（金） 

10：00～11：30 

講座名 
保育記録の

書き方 

乳幼児保育

基礎 

保育現場の

実際 

保育現場で

のコミュニケ

ーション 

内 容 

指導案・日

案・保育記

録の書き方 

乳幼児期に

みられる特

徴と保育の

仕方 

最近の保育

事情・保護

者支援につ

いて 

現場で役立

つ・手遊び・

歌・身体を

使った保育 

講 師 保育士養成施設  講師 

受講者数   

（バンク 

登録者） 

１０（６） １３（５） １３（５） １８（４） 

 
また、平成 26 年度は７月～８月にかけて「保育士のしご

と就活ミニ講座」と題して、保育現場での接遇・クレーム応

対研修を全４回開催し、延べ 23 人が参加した。会場は会議

室を使い、講師は接遇応対を専門に請け負う民間会社から招

いている。ほかに講座の実施はビジネスマナーに特化した内

容（ビジネス敬語、マナー向上の基本等）や民間企業の化粧

品会社から講師を招いたメイクアップ講座など、就職活動に

役立つ実践的なものとなっている。 
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(3）広報活動 

センターの広報周知としてチラシ、広報用カード各２万

枚、ステッカー2,000 枚、ノベルティグッズ（ボールペン：

500 本、手帳：2,000 冊、文具：2,000 個、ほかクリアファ

イル、エコバッグ）を作成した。センターの最寄り駅である

千葉駅の携帯時刻表を一緒に配布し、利便性を考慮してい

る。 
 

(4）保育ブースの開設 

県内のハローワークで開催される就職説明会に赴き、セン

ターのブースを開設し、潜在保育士の掘り起こしと広報周知

に取り組んでいるほか、近隣都県で実施される社会福祉協議

会主催の就職フェアにも出向き、保育ブースを開設してい

る。 
 

  
【ハローワーク主催 就職面接会・就職フェアにおけるブース設置状況】  
年 
度 

月 日 場  所 実 施 名 
来場
者 

相談
者 

備 考 

平
成 
25 
年
度 

11 月 15 日 
（金） 

ハローワー
ク千葉 

福祉人材就職面
接会 

 ９５ ７ 

ち ば 保 育
士・保育所
支援センタ
ー保育ブー
ス設置 

1 月 21 日
（火） 

ハローワー
ク松戸 

福祉の仕事合同
就職面接会 

 ８４ ５ 

1 月 31 日
（金） 

ハローワー
ク 市 川 ・ 市
川市・ 浦安
市共催 

保育と介護のお
仕事相談会 

 ２３ １８ 

2 月 4 日
（火） 

松戸公共職
業安定所 

保育のしごと 就
職支援セミナー  ５５ ５ 

保育分野の
求人状況や
就職活動に
つ い て ミ ニ
レクチャー 

2 月 18 日
（火） 

船橋市保育
士就職支援
研修会・ 合
同就職説明
会 

船橋市保育士就
職支援研修会・合
同就職説明会 

 ５３ １３ 
参 加 事 業
所 11/研修
参加者 22 

平
成 
26 
年
度 

5 月 13 日
（火） 

ハローワー
ク松戸 

福祉人材就職面
接会 

 ６５ ３ 

ち ば 保 育
士・保育所
支援センタ
ー相談ブー
ス設置 

6 月 28 日
（土） 

茨城県社会
福祉協議会
主催/ 水戸
ＥＸＣＥＬ 

福祉の就職総合
フェア   １５ 

7 月 28 日
（土） 

千葉市民間
保育園協議
会主催/ 京
葉銀行プラ
ザ 

就職面接会   １５ 

9 月 2 日
（火） 

ハローワー
ク市川 

福祉人材就職面
接会 

 ７９ １５ 

10 月 2 日
（火） 

ハローワー
ク 成 田 ・ 佐
倉市社会福
祉協議会 

福祉人材就職面
接会 

 ４４ ３ 

合  計 ４９８ ９９   
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２ センター運営の特徴・工夫点  

『保育士人材バンク』の「アプローチサービス機能」は求人

事業所側が求職者情報を閲覧し、条件に合った求職者へ向けて

就労の意向をアプローチするものである。閲覧できるのは登録

時に「情報公開」を可とした求

職者情報（氏名など個人情報除

く）であり、アプローチはセン

ターのコーディネーターを介

して行われる。求人事業所側が

一件の求人について照会でき

るのは３人まで、回数は月２回

までと定めている。これまで

90 件の利用があり、20 歳から

59 歳までの求職者 205 人を紹

介した。そのうち６人が採用に

至っている（平成 26 年 11 月

30 日時点）。 

多くの利用者に対してでき

るだけ気軽に利用してもらい

たいという方針から、スマート

フォン用のアクセス項目を設

定している。さらにコーディネ

ーター通信を随時メール配信

し、Facebook や LINE 公式アカ 

 

ウントにてセンターの情報を積極的に提供している。 
 

 ３ センター運営の実績  

平成 26 年 11 月末時点で、オンライン有効求職登録者 532 人

のうち、就職が 41 人、内定段階が 13 人、計 54 人が採用に結

びついている。センターの公式ホームページのアクセス数が、

開設当初より月平均 1,900 弱の件数を記録し、累計で約 29,500

アクセス数に達するなど関心の高さがうかがえることから、ニ

ーズに応じたリアルタイムな情報発信に努めている。実際の保

育現場を見ることで、求職への意欲を高める目的から保育所見

学会を実施している。平成 25 年度は３回の実施で 39 人が参加

し、内定者が２人、平成 26 年度は５回の実施で 23 人の参加者

があった。 
 

【オンライン登録者の状況 平成２５年８月～平成２６年１１月末】 

有効求職登録 求人登録件数 求人登録人数 
就職件数 
（報告） 

５３２ ２３０ ７２３  ５４ 

 
 ４ センター運営の課題  

潜在保育士の掘り起こしが課題である。どこに何人いるか、

把握が難しい。また県内の各地域の求人内容に差が生じ、偏り

がある。例えば房総方面は求人が少ない、あるいは東京に近在

する地域は給与が高めで、求職者が集中し、近隣地域の雇用確

保が難しいなど首都圏のベッドタウン特有の課題がある。 


